


三重県では、地球温暖化対策として、温室

効果ガスの排出抑制に取り組んでいますが、

こうした気候の変化がみられることから、温暖

化の進行を抑えて変化を緩和させていくとと

もに、すでに現れている地球温暖化によると

思われる事象に適切に対処していく「適応」と

いう考え方も重要であるという認識のもと、情

報提供するものです。

本レポートは、県内における気候変化の状

況を中心にまとめ、気候変化による影響の一

部についても記載しています。

県民や事業者の皆様には、県内における気

候変化の現状について事実を知っていただ

き、引き続き省エネルギーや再生可能エネル

ギーの導入等による温室効果ガスの排出削

減に取り組んでいただくとともに、気候変化に

対処する必要性を理解いただければと考え

ています。

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）は、

第5次評価報告書において 「気候システムの

温暖化には疑う余地がなく、また、1950年代

以降、観測された変化の多くは数十年から数

千年間にわたり前例のないものである。大気

と海洋は温暖化し、雪氷の量は減少し、海面

水位は上昇し、温室効果ガス濃度は増加し

ている。」 と述べています。

このように、世界的に温暖化の影響が顕在

化しつつあるなかで、国内でも毎年のように極

端な気象が現れ、真夏日が増加し、これまで

に経験のないような豪雨や災害に見舞われて

います。

同様に県内においても、温暖化の影響と思

われる変化があらわれてきています。たとえば、

津市の年平均気温は50年につき約０．8℃上

昇し、真夏日は50年につき約10日増加してい

ます。

はじめに

※ 本レポートでは、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第5次評価報告書を、単に「第5次評価報告書」と表記します。

また、図表の出典の表示は、IPCC第5次評価報告書第1作業部会報告書政策決定者向け要約を「IPCC AR5 WG1 SPM」 とします。
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出典：「気象庁 津地方気象台 資料『三重県における戦後の主な気象災害』」をもとに、県内全域で被災した事例を抽出

台風による災害の記録

昭和25（1950）年から平成25（2013）年の間に県内全域が被災した

主な災害をみると、多くが台風の影響を受けていました。（表-2-2）

表-2-2 県内における主な気象災害

発生年月日 要因 概況

死者・行方

不明者数

負傷

者数

住宅全壊・

流出棟数

住宅半壊･一部

破損･浸水棟数

1 1950. 9. 3
台風28号

（ジェーン台風）

総降水量 尾鷲 401mm 3 22 197 532

2 1953. 9.25 台風13号
総降水量 尾鷲 408mm

最高潮位 鳥羽 175cm
44 910 1,465 72,904

3 1956. 9.25～27 台風15号 総降水量 亀山 238mm 12 9 6 6,061

4 1959. 8.12～14 台風7号
総降水量 亀山 468mm

総降水量 尾鷲 530mm
4 3 28 22,205

5 1959. 9.23～26
台風15号

（伊勢湾台風）

最大風速 津 36.8m/s

総降水量 尾鷲 689mm

上陸時中心気圧 929.5mb

1,273 4,625 5,208 92,421

6 1961. 6.24～29 梅雨前線

総降水量 亀山 588mm

総降水量 尾鷲 1,057mm
15 11 16 15,372

7 1961. 9.16
台風18号

（第二室戸台風）

最大風速 津 27.4m/s

総降水量 尾鷲 321mm
3 54 207 3,620

8 1965. 9.17 台風24号と前線 総降水量 尾鷲 611mm 2 8 12 9,352

9 1967.10.27～28 台風34号 総降水量 尾鷲 401mm 23 4 16 6,473

10 1971. 8.30～ 8.31 台風23号 総降水量 尾鷲 560mm 4 11 18 18,687

11 1971. 9.26 台風29号 総降水量 尾鷲 203mm 8 4 6 21,089

12 1982. 8. 1～ 8. 3 台風10号と前線 総降水量 尾鷲 580mm 24 17 88 9,046

13 1990. 9.29～ 9.30 台風20号
総降水量 尾鷲 508.5mm

最大1時間降水量 尾鷲 91.0mm
2 3 2 1,361

14 1991. 9.18～ 9.19 台風18号と前線 総降水量 尾鷲 537.0mm 2 2 2 1,209

15 1998. 9.21～ 9.24 台風7号と8号
最大瞬間風速 上野 56.4m/s

総降水量 尾鷲 337.5mm
3 92 6 4,375

16 2000. 9.10～ 9.12 台風14号と前線 総降水量 宮川 655mm 1 1 0 3,386

17 2004. 9.28～ 9.30 台風21号と前線

総降水量 尾鷲 876.0mm

最大1時間降水量 宮川 139mm
10 2 35 5,772

18 2011. 8.30～ 9. 5 台風12号
総降水量 宮川 1,630.0mm

最大1時間降水量 熊野新鹿 101.5mm
3 17 81 2,680

19 2012. 9.30
台風17号

志摩半島で高潮

総降水量 宮川 267.5mm

最大1時間降水量 亀山 79.0mm

最高潮位 鳥羽 190cm

1 8 0 1,318

20 2013. 9.15～16
台風18号

志摩市で竜巻

総降水量 宮川 575.5mm

最大1時間降水量 笠取山 63.5mm
2 9 1 267
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災害は忘れた頃にやってくる？

Ⅱ 気候の影響



















緩和と適応

「緩和」のためには、地球温暖化をもたらす

主な要因とされる二酸化炭素などの温室効

果ガスの排出量を減らして地球温暖化の進

行を抑えます。

「適応」のためには、既に起こりつつある影

響への対応とともに、私たちの未来と次世代

への影響を想定した対応を進めることです。

適応策のことを、図-4-1のように「自然や人

間社会のあり方を調整する」と説明されるこ

とがあります。

未来と次世代のために始めること

未来と次世代のために

極端な気象現象は自然のゆらぎのなかで

も不規則に現れますが、気候の変化がすで

に進行しつつあるなか、私たちの未来だけ

でなく、次の世代が安心して安全に暮らせ

るように、体制を整えていくことを考える時

期にきていると言えます。

気候との関わりを確かめることから

「人と人、人と地域、人と自然のつながりを

大切にし、命と暮らしの安全・安心が実感で

きる三重をめざす」 ためには、気候の変化

やその影響との関わりを確かめながら、リス

ク対応の視点を組込んでいく必要がありま

す。

出典：温暖化から日本を守る適応への挑戦2012 （平成24年、環境省）

図-4-1 温暖化対策における「緩和」と「適応」

気候の変化による影響

は、地域の特性や生活

環境、習慣、健康状態等

によって異なり、受ける影

響の大きさ、影響の受け

やすさ、対応のしやすさ

等もさまざまです。
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気候の変化に伴う影響への対応は、大きく

二つに分けられます。一つは気候の変化を

招くとされている地球温暖化の進行を抑え、

変化をやわらげること（緩和）。

もう一つは、今後起こりうる、あるいは既に

起こりつつある影響に対処すること（適応）で

す。

Ⅳ 気候変化への対応






